




－3－ 取説No.NNQ34010K-TC

取り付け方のつづき

設定方法

●ＤＭＸの接続について

　・ＤＭＸ信号を、ＤＭＸ ＩＮ（XLR-5Pin　オス）に接続する。

　・送る場合は、ＤＭＸ ＴＨＲＵ（XLR-5Pin　メス）より送る。
　　※コネクタ部に応力をかけないでください。

●電源の接続について

　・電源プラグ（平行３Ｐ）を接続する。

　・送る場合はコンセントに次器具の電源プラグを接続する。
　　※プラグ・コンセントの送り容量は１５Ａです。

●操作部の詳細

●照射角度の調整について

　①ツマミネジをアームから離れる位置まで緩めてください。

　（ツマミネジが外れるまでは緩めないでください）

　②照射角度を所望の位置に設定し、照射角度がずれないように

　   ツマミネジをしっかり締め込んでください。

　③所望の照射角度から灯体がずれていないことを確認してください。
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終端抵抗スイッチ
DMXで接続する場合、終端の器具は
スイッチをＯＮにしてください。

調光卓からのDMX信号を受信すると図の通り
ドットが点灯します。

5ページ「操作部での各種設定」参照。

７セグLED表示部

点灯

調光卓からDMX信号により、調光を行う場合は、下記の手順で設定を行ってください。

　①器具DMXアドレスを設定してください。       5ページ「DMXアドレスの設定」を参照。

　②DMX信号ケーブル(別途)を使い、DMX INと調光卓を接続してください。

　③他の器具へDMX信号送りをする場合、DMXケーブル(別途)をDMX THRUに接続して、次の器具へ

      信号送りを行ってください。信号送りを行わない場合、終端抵抗スイッチをONに切り替えてください。

●ＲＤＭ機能

　ＲＤＭ（双方向通信）により、リモートで器具のＤＭＸアドレスの設定や通電時間・点灯時間などを

　モニタリングが可能です。

　※本機能を使用する際は、ＲＤＭ対応のモニタリングシステムが必要です。
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※ツマミネジを軽く緩めた状態で照射角度を調整された場合、

　復元力により所望の照射角度からずれる恐れがあります。
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